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肉量低下 の影響で
,
血清 ク レ ア チ ニ ン ( C r) が腎

機能を正確に反映 しな い こ とが指摘されて い る .

【目的】 R A の 腎機 能評価 にお ける C y C の 有 用

性を明ら か にする .

【対象 ･ 方法】 対象 は 1 9 9 1 年以後 の 新潟大学第

二 内科入 院 R A で
,

入院時保存血清 で C y C を評価

で き た 1 2 6 例 . C y C はネ フ ェ ロ メ トリ
ー 法 で測定

し
,

C r
,

ク レ ア チ ニ ン ･ ク リ ア ラ ン ス ( C c r) ち

評価 し た
.

【結果】 c r と C y C の 相関性 は高か っ た が ( r -

0 .9 0)
,
C c r と の 相 関は C r より C y C が 高か っ た

.

血清 C r と C y C の 異常高値 を各 々 4 1 例
,

8 7 例 に

認 め
,

C c r の 低下 (9 0 m l/ m i n 未満) は 8 0 例 に認

め た
. C r

,
C y C の C c r 低下に対する感度 は

, 各 々

5 1 %
,
9 5 % で あり , 同 じく特異度は

,
各々 1 0 0 %

,

7 6 % で あ っ た .

【結語】 c y c は C r に比 べ て R A の 腎機能障害を

有意に感度よく検出し
, 有用な指標と思われた.
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6 6 歳女性 .

年 1 1 月 2 日
,

院時
,

j m
,

2 0 0 1 年 1 月 に S L E と診断 され
,
同

精査加療目的に当科に入院 した . 人

F r は正常で あり
,
Ig G 型抗 力 ル ジ

オリ ピ ン抗体 (I g G - a C L) は陰性 ,
D R V V T で ル

ー

プ ス ア ン チ コ ア グ ラ ン ト (I JA C) も認 めな か っ

た . 腎生検施行後 , 後腹膜腔血腫 が出現
,
徐々 に

増大 し
, 貧血 の進行が止ま るま で に約 3 週間 の 安

静を必要と した . 生検後 の 再検で m の み の 延

長 が認め られ
,
I g G - a C L 陽性,

ミキ シ ン グ テ ス ト

で イ ン ヒ ビ タ ー パ タ ー ン で あ っ た . し か し
,

D R m 再検 で I A C 陰性
, p 2 G P ト a C L 陰性

,
Ⅷ

,

Ⅸ
,

i(
,
ER 因子活性 は正常 で あ っ た . カ オ リ ン凝

固時間を施行 したと こ ろ
,
内因系上流の イ ン ヒ ビ

タ ー の存在が示唆された . P S L 4 0 m g / 日を開始後 ,

j m は短縮 し Ig G - a C L も陰性化 し た . S L E で

腎生検後 に 出血が遷延する場合 は
,
凝固系 の 再検

査が重要 である と思われた .
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